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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本の中世から近世にかけて、住宅や寺院本堂など様々な用途で用いられた「方
丈」建築の空間構成を解明しようとしたものである。方丈建築は６室から構成される単純な形式であるが、壁面の素材
及びデザインを変化させることで、その６室は相互に連続ないしは遮断され、結果として豊富なバリエーションを有す
る。本研究は、６室の空間的な連続性に着目してその空間構成の種別を把握すると同時に、建築規模等の数値的な分析
と室内意匠の関係性を考察することで、方丈建築の歴史的な変遷過程を明らかにするために実施したものである。

研究成果の概要（英文）：This study examined "HOJO-type architecture". With the thing which HOJO-type ran i
n the early modern times from the Middle Ages in Japan, and was used by various uses including a house and
 the temple main hall of temple. HOJO-type consists of six rooms; is simple, but, by the material of the w
all surface and a design, the whole constitution has an abundant variation. This study identified the HOJO
-type variation by the investigation into the buildings which are important cultural properties.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
方丈建築は、中世に禅宗寺院における住宅
建築として生まれ、近世以降に住宅兼用の仏
堂として宗派を問わず普及したものである。
その平面形はほぼ左右対称の６室構成を基
本とし、各室に畳を敷詰めているものであり、
この特徴を完備する龍吟庵方丈（1387 年）
は現存する最古の住宅建築の遺構と考えら
れている。 
この方丈建築については、これまで以下の
三つの観点から研究がなされてきた。まず第
一は、禅宗建築研究の視点にたった横山秀哉
などの研究で、塔頭を含めた禅宗伽藍を形成
する建築としての検討が行われている。これ
は遺構の所在状況やその性格を明らかにし
たもので、その後の研究の出発点となってい
る。次いで第二は住宅史研究の観点から行わ
れたもので、川上貢や稲垣栄三らによって、
中世に現れた「会所」の系統に連なるものと
して評価が行われた。また、書院造的要素を
備える方丈建築の遺構は、藤岡通夫・平井聖
らによって、書院造成立期の解明にテキスト
として用いられた。最後の第三は、昭和 50
年代以降に進展した近世社寺建築研究の観
点からのもので、これにより方丈形式を採用
する寺院本堂が数多く確認され、その宗派的
特徴と平面分類が進展した。こうした研究に
よって、方丈建築は中世に寺院内の住宅とし
て発生し、桃山期以降に書院造と仏堂の要素
を吸収したものとみなされるようになった。 
ここで住宅系建築遺構の建築年代を確認
すると、古代の住宅建築である寝殿造や中世
の会所は、慈照寺東求堂（1485 年）を唯一
の例外として遺構が残っていないが、方丈建
築の遺構は、14世紀末の龍吟庵方丈まで遡り、
15～16 世紀のものも８棟存在し、17 世紀以
降は様々な展開をみせながら広く日本中に
存在し、重要文化財指定物件のみで 49 棟の
遺構が存在している。 
こうした研究状況から、方丈建築は寝殿造
と書院造の間に挟まれた住宅史のミッシン
グリンクである中世住宅の様相を解明する
重要な位置を占めるといえよう。同時に、住
宅と寺院本堂という２つの建築類型の間に
位置する重要な文化史的意味も持っている。
しかしながら、これまでの先行研究は、いず
れも平面形に基づいて行われ、建築物として
の空間構成や様式的特徴には十分に踏み込
んでいない。 
 
２．研究の目的 
以上のような研究動向を前提として、本研
究では、中世に出現し近世に数多く建設され
た方丈建築の空間構成と様式的特徴を、重要
文化財に指定されている建築遺構の実地調
査を通じて明らかにしようとしている。 
ここで、本研究で空間構成を検討する上で
特に重要視するのは、方丈建築を構成する６
室の連続性である。方丈建築は正面側と背面

側にそれぞれ３室を配置して計６室とし、さ
らに室の境界に原則として食い違いを持た
ない単純な形式である。しかしながら室の境
界の内法装置（壁・建具）や内法上装置（小
壁・欄間）の種別によって、隣接する室を連
続ないしは遮断あるいはその中間的な状態
とすることで、その６室は多様な繋がりをみ
せることになる。本研究では、この室の繋が
り方を空間構成と称しており、そのバリエー
ションを明らかにしていく。 
続いて様式的研究では、６室という類似し
た平面形式を持ちながらも、その平面的・断
面的規模が大きく相違する方丈建築におい
て、意匠の選択がどのように行われているか
を明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
以上のような研究目的を達成するために、
本研究では、重要文化財に指定された 17 世
紀以前の方丈建築遺構を対象としている。重
要文化財に限定した理由は、全般的傾向を明
らかにするための十分な遺構数が存在して
いることに加え、その６割については精密な
文化財的調査がなされて、復原的な考察が可
能な状況となっていることに基づいている。
17世紀以前に限定した要因は、この時期まで
に大型の方丈建築建設が終了して建築形式
が完成していること、柱間寸法の決定手法が
柱心々や垂木配置に基づいた支割から畳寸
法に依る畳割に移行していることに基づい
ている。 
 本研究にあたっては、限定した 49 棟の方
丈建築に関して、刊行された修理工事報告書
等のデータに加え、43棟について遺構調査を
実施し、下記の情報を集約した。 
①全体規模数値（正面・奥行・面積） 
②６室部分規模数値（正面・奥行・面積） 
③正面側中央室規模数値（正面・奥行・面 
積・天井高・内法高） 
④柱の断面寸法（径・面内・比例） 
⑤内法上装置（小壁・各種欄間） 
⑥天井意匠（竿縁・格・鏡など） 
⑦障壁画の画題及び色彩 
これらの情報から、方丈建築に室内を構成す
る６室の連続性を判断してバリエーション
を求め、さらに数値的な情報と意匠的な情報
の関連性や様式的特徴を検討した。 
 
４．研究成果 
 まず方丈建築の空間構成に関しては、隣接
する室の連続性を室境界の内法上装置の種
別に基づいて判断した。すなわち、内法上が
開放される落掛や鴨居あるいは竹の節欄間
によって接続している場合（完全接続）、一
定の繋がりを指摘できる筬欄間や板欄間等
によって連続している場合（不完全接続）、
小壁によって完全に遮断している場合とい
う指標に基づいて、隣接する２室の連続性を
分類した。 
 この結果、方丈建築の空間構成には以下の



ようなタイプが存在していることを確認で
きた。 
 ①６室に空間的な連続性が存在しないタ
イプ（２例） 
 ②正面側３室に空間的な連続性が存在す
るタイプ（14 例） 
 ③正面側３室に加え、中央部２室にも空間
的な連続性が存在するタイプ（10 例） 
 ④正面側３室に加え、片側の側面部２室に
も空間的な連続性が存在するタイプ（７
例） 
 ⑤正面側３室に加え、側面部両側それぞれ
２室にも空間的な連続性が存在するタ
イプ（３例） 
 ⑥正面側３室に加え、中央部２室及び側面
部両側それぞれ２室にも空間的な連続
性が存在するタイプ（１例） 
 ⑦奥行方向に並ぶ２室に空間的な連続性
が存在するタイプ（４例） 
 ここでそれぞれの遺構の用途を確認する
と、①のタイプは仏教儀礼に対応する寺院本
堂としての用途に特化したもの、あるいは完
全に住宅としての機能のみを有するもので
ある。次いで②のタイプは禅宗の塔頭本堂が
大部分を占めると同時に 16 世紀以前に遡る
古い時代の遺構である点に特徴があり、住宅
的な色彩が強いものである。③も同じく禅宗
の塔頭寺院本堂に加えその他宗派の本堂に
も見られる形式で、中央奥に設けられる仏壇
と対応した宗教空間としての機能が②より
も重視されているものである。④及び⑤は、
禅宗の塔頭には存在しない形式で、側面部に
設けられた座敷飾りを持つ室からの書院造
的展開が顕著な事例である。⑥は③及び⑤の
複合形態である。⑦も禅宗以外の宗派にのみ
見られるもので、６室構成を採用してはいる
が、仏壇とその前室・書院造的な室の連続が
結合したタイプである。 
 以上のように、方丈形式を採用する建築遺
構には顕著な空間構成上の種別が存在し、か
つその種別が宗派・用途・建設時期と密接な
関係を有することが確認できた。 
 建築の様式的な考察においては、以下のよ
うな特徴を抽出した。 
 まず、６室部分の面積については最小 89
㎡から最大 419 ㎡に分布しているが、過半に
あたる 26例が 130～190 ㎡の間に該当してお
り、方丈建築の標準的な規模とみなすことが
できる。さらに６室部分の正面：奥行の比例
は、全体規模の大小によらず３：２の比率と
なっていることが確認できた。この比率は建
築の向きに関係ないので、日照条件によるも
のではない。 
 次いで、室中と称される場合の多く、方丈
建築において最も重要な意味を持つ正面側
中央室に関しては、面積は 16～116 ㎡の間に
分布し、30～60 ㎡の間が卓越している（33
例）。断面方向については、面積の大小にか
かわらず内法高は 1.8～2.1ｍと一定である
が、天井高については 2.54～5.44ｍと散らば

りを見せている。この天井高に関しては正面
側中央室の面積が 20～60 ㎡の場合には、面
積と緩やかな相関関係があり、おおむね２＋
（正面側中央室面積－20）×0.05 の式で表現
される数値の±0.5ｍの範囲に納まるが、60
㎡を越えると相関関係は見られない。また天
井高と正面側中央室の正面規模・奥行規模と
の相関関係も指摘できない。 
 このように方丈建築にあっては、内法寸法
がほぼ一定であり、かつ天井高が広い範囲に
分布するために内法上の高さは 0.65～3.95
ｍの間に広く分布している。ここで内法上の
高さと内法上装置の意匠の関係性を確認す
ると、内法上高が 1.6ｍ以下では単純な小壁
ないしは小壁に蟻壁を付したものとなって
いるのに対して、1.6ｍを越えると小壁を２
段とするものが主流となる。なお、天井高た
内法上高と天井の意匠選択に関しては顕著
な相関関係はみられず、天井高が４ｍを越え
ると竿縁天井が少なくなり格天井が主流と
なるといった現象が確認できるのみである。 
 次いで建築計画の際に用いられる柱配置
の手法については、1557 年の瑞峯院本堂以前
の６例は全て柱心々間の距離が基準となっ
ている（基準寸法 6.8 尺ないし 6.5 尺）。こ
の直後にあたる聚光院本堂（1583）から柱の
内法を畳寸法と合致させる畳割が出現して
おり、京都における 6.3 尺の畳の普及を予想
できる。しかし、この後も 17 世紀中期まで
柱心々間の距離を用いるものと、柱内法を畳
割とするものは混在しており、完全な畳割の
普及は 17 世紀には実現していないと判断で
きる。 
 最後に、建築年代指標として用いられるこ
との多い柱の面取り寸法については、柱径／
（（柱径－柱面内）／２）の数値を求めてみ
ると、16 世紀以前の遺構はおおむね 11 以下
となり、その後元和期が終了する 1624 年頃
までは 13 以下で推移するが、寛永期に入る
と数値は広い幅で上下している。したがって、
柱の面は元和期以前の遺構について編年指
標となることが確認できた。 
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